










































































































られてきた（Chamberlin-Quinlisk, 2012; Hennessey, 1995; Herron, Dubreil, Corrie, and Cole, 2002; 
Sturm, 2012; Swaffar and Vlatten, 1997; Canning-Wilson, 2000）。
他方，実践報告に関しては，映画をリスニング教材として用いた事例（近藤，2015; Tatsuki, 
1998; Ryan, 1998），学生によるプレゼンテーションの素材として使う（森永，2015），ナラティ
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第 2 回：図書館での図書館職員金田佳子氏によるレクチャーと，文献リサーチ演習
第 3 回：受講生 A，B，C が一人ずつ教師役となり，残りの受講生と赤尾を中・高生に見立て
ての第 1 回模擬授業，及び合評会
第 4 回：受講生 D，E，F が一人ずつ教師役となり，残る受講生と赤尾を中・高生に見立てて
の第 1 回模擬授業，A，B，C による第 2 回（改善版）模擬授業，及び合評会







また，学期終了後（9 月 11 日），希望者に対してのみ，2 回目の図書館職員金田氏によるレ
クチャー，受講生による図書館リサーチ演習，および模擬授業指導案作りを行った。このとき
は，金田氏，赤尾，受講生 2 名ともに，日本語で話し，雑談を交えて 2 時間ほど行った。










❶　チャンツ：CD 付テキスト（高橋他，2008）から二人 1 組で行うものを選び，実践した。
❷　英語の歌：歌詞に質問と応答，つまり「やり取り」が含まれる歌として， 映画の挿入歌

















二人の横に立って話す。1 回目はスクリプトを見ながら，2 回目は，DVD を音声 OFF，英
















2 － 3. 図書館を活用したアクティブ・ラーニング８）の実施
第 2 回の授業で実施し，補足的に学期終了後にも行った図書館演習の目的の一つは，一から
オリジナル教材を作るのではなく，図書館職員の支援を得て，先行研究や実践例，参考文献等
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ティブ・ラーニング・ゾーンにおいて行ったほか，SNS（LINE グループ等）も活用した。
以下，本論で注目する，映画を活用した「帯活動」模擬授業の実施学生 E さんと F さんに
ついては詳しく論じることとし，まず，歌やゲームを用いた A~D さんの実施から振り返りたい。
3 － 1．歌，ゲームを用いた「帯活動」模擬授業（A ～ D さん）
3 － 1 － 1．受講生 A さんの模擬授業（歌，ゲーム）
1 回目：歌 （ディズニーアニメ『ライオンキング』挿入歌　“Just Can’t Wait to Be King”）
〇指導案，メモ等なしで行う。
〇英語音声，英語字幕の DVD と YouTube を視聴する。
〇ところどころ一時停止し，静止画面をフラッシュカード代わりにして重要箇所を説明する。














〇指導案，メモ等なしで， “Let’s play a game to warm up!  It’s a self-introduction game!”と言って，
早速ゲームに入る。
〇数名で円陣を組んで 3 分間ボール投げをする。ボールを受け取ったら，間髪を入れず， “I am 
Sugita. Call me Sugi! What’s your name?”など自己紹介をして，ボールを投げる。
〇同じ自己紹介を何回してもよいが，架空の人物になりきって，違う自己紹介をしてもよいこ











3 － 1 － 2．受講生 B さんの模擬授業（テレビドラマの挿入歌）
1 回目：YouTube で視聴する『ハイスクール・ミュージカル 2』の挿入歌 “What Time Is It?” 
〇英語の挨拶と w の発音の説明からなる簡単な指導案を準備して行う。
〇中学 1 年生で，what で始まる疑問文を習ったタイミングで行う。















講評：2 回目は，ほぼ音楽の長さと同じ時間（4 分程度）で実施できた。1 回目より，歌詞が
よどみなく口をついて出る感じがあった。 “What time is it?”と尋ねる生徒と， “Summertime!” 
“Party time!” と答える生徒を分けると，もっと「やり取り」の臨場感が出せたかもしれない。
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3 － 1 － 4．受講生 D さんの模擬授業（ゲーム）
1 回目：ゲーム “Who Am I?”
〇指導案は作らず， “Let’s play a game to warm up!”と言って早速始める。
〇チームに分かれ，各チームのリーダーが教員から有名人（ブルゾンちえみ，ピコ太郎，林修
先生など）の顔写真を渡される。リーダー以外は写真が見えないようにする。
〇リーダーは， “I am a comedian.” “I have an Afro hairstyle!” などとヒントを出し，リーダー以外




2 回目：ゲーム “Who Am I?”の改善版
〇ヒントと質問文のフラッシュカードを用意し，発音をリピート練習した後，ゲームを行う。
〇毎週違う人物でゲームを行い，ヒントや質問文も増やして「帯活動」を構成する想定。




3 － 2．映画を用いた「帯活動」模擬授業（E さんと F さん）
E さんと F さんは，図書館演習で発見した書籍『先生が薦める英語学習のための特選映画
100 選「小学生編」』（以下，『特選映画 100』と表記）を用いて模擬授業を行った。
この本の特徴は，見開き 2 頁で映画作品をコンパクトに紹介していることである。「セリフ
紹介」の項目では，書き取りや会話演習に好適な場面が抜き書きされている。（E さん F さん
ともに，この「セリフ紹介」の場面を使って問題を作成した。）「薦」の項目では，小・中・高・
大学・一般の 4 レベルに分けて推薦しており，今回 E さんと F さんが選んだ作品は，小・中
学生に好適とされるものであった。「リスニング難易度」の項目は，スピードや訛り，語彙な
どの項目に分けて 5 点満点で示されている。E さん F さんともに，難易度の低い作品を選んだ。
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〇映画のあらすじと登場人物を説明してから，注目するシーン（8 分 41 秒～ 9 分 5 秒）を視聴。
〇ワークシートを配布し，セリフの書き取り（カッコ内穴埋め）問題をする。































も作ってみることになり，学期終了後の 9 月 11 日に，図書館演習を含む希望者対象の演習を
経たのち，中学生向けバージョンを作成した。
3 － 2 － 2．受講生 F さんの模擬授業（映画を使ったゲーム）
F さんも，E さん同様，『特選映画 100』を参考に教材選びをした。同書の「ホーム・アロー




〇中学 2 年または 3 年生対象で，夏休みの登校日に，久しぶりに英語を楽しむ授業を想定。
〇映画の中盤で，主人公の両親が会話する場面（『特選映画 100』の「セリフ紹介」から引用）
を使い，“What’s wrong?”に始まる二人のセリフ（全部で 14）が，一つずつ書いてある短冊
14 枚を用意してゲームをする。生徒は，一人 1 枚（以上）短冊を持ち，映画でそのセリフ
が流れたら，間髪を入れず机の上に短冊を置いていき，スクリプトを完成する。
〇完成した会話場面を，DVD で音声 OFF，英語字幕にして流しながら，二人 1 組で声優のよ
うにアテレコ英会話する。
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〇アテレコ英会話は，1 回目のように画面を見るのはやめて，セリフ台本（A4 サイズ 1 枚）を配っ
て，それを見ながらやるようにする。
講評：F さんの模擬授業は，同じ場面をゲームとアテレコに使って，繰り返し視聴させたとこ




3 － 2 － 3．　映画を用いた「帯活動」模擬授業の検証
















を行った。今回も 1 回目と同様，金田氏と赤尾の 2 名で，図書館内で行った。補習希望者は 2
名であったが，図書館検索の習熟と指導案作りに関して，期待以上の収穫が見られた。
































課題として挑んだ E さんの中学生向けの「帯活動」ワークシートは，結果として 3 回目となっ
たのだが，スムーズに作成できたことも大きな収穫といえるだろう。






















は，想定以上の収穫であったといえる。特に，各受講生の，模擬授業 1 回目から 2 回目にかけ
ての改善と授業デザイン力の向上は，SNS を含む話し合いとアイディアの交換，さらに図書
館職員の金田氏と緊密に連絡を取り，支援を得たことに負うところが大きかった。





























6）英語科教育法Ⅲ全体の授業構成については，2017 年度 Web シラバス参照。http://syllabus.adm.
u-toyama.ac.jp/syllabus/
7）英語教師志望者の人文学部 3 年生 6 名。
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Appendix ①〈図書館演習 ワークシート〉 
 
英語科教育法Ⅲ（前期・金曜 1 限）2017/05/26 























  例）歌→音楽・カラオケ… ＊辞書・事典類が使えることもある 
＊検索ボックスに入れた単語は AND 検索されるので、複数の単語を入れると検索結果が少なくなる 
  ことに注意 
② 関連ある文献の参考文献からさらに探す“芋づる式” 
③ ほかにも論文情報を探すデータベースには「google scholar」「Web of Science」等あります。  
詳しくは中央図書館ウェブサイト「電子情報サービス」http://www.lib.u-toyama.ac.jp/chuo/datebase.html 
☆できたらチェック □論文に使用される言葉のあり方を想像し、検索することができる 




●卯城祐司．“英語科教育学・応用言語学においてチェックすべきもの”． 筑波大学大学院 英語教育学 卯
城祐司研究室．http://www.u.tsukuba.ac.jp/~ushiro.yuji.gn/MA/Journals.html，(2017-05-23)． 
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Appendix　③〈図書館演習後の受講生アンケート結果〉
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